
超
、
熟
年
同
窓
生
の
バ
リ
島
青
春

小
旅
行 

伊
野
部
敦
子
、
宮
地 

春
美
、
鍋
島 

淳
子 

村
山 

静
子
、
山
下 

瑞
穂
、
上
田 

隆
右 

 

は
じ
め
に 

 

関
西
地
区
の
土
佐
高
二
十
八
回
生
の
同
窓
会
は
、
二
十
年
以
上
前
か
ら
、

四
月
上
旬
の
休
日
、
近
畿
各
地
で
、
満
開
の
桜
を
愛
で
乍
ら
昼
食
・
歓
談
し
、
付
近
の
名
所
を

散
策
す
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
。 

こ
こ
数
年
は
、
会
社
の
定
年
、
子
育
て
の
解
放
で
自
由
時
間
が
増
え
、
交
際
の
広
い
、
多
彩

な
女
性
群
が
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
事
か
ら
高
知
、
東
京
か
ら
も
多
数
の
参
加
を
得
て
、

春
の
ひ
と
時
を
京
都
、
神
戸
の
観
光
旅
行
も
含
め
て
賑
や
か
に
交
流
し
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
。 

 

２
０
１
１
年
４
月
１
４
日
、
神
戸
北
野
の
大
東
苑
中
華
館
で
、
藤
田
女
史
の
幹
事
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勤
務
が
長
か
っ
た
山
下
君
も
久
し
振
り
に
出
席
し
た
。 

話
題
は
海
外
旅
行
で
盛
り
上
が
り
、
こ
の
勢
い
か
ら
高
知
の
伊
野
部
（
Ｉ
）
さ
ん
、
宮
地
（
Ｍ
）

さ
ん
、
関
西
の
鍋
島
（
Ｎ
）
さ
ん
、
村
山
（
ｍ
）
さ
ん
、
男
性
は
山
下
（
Ｙ
）
さ
ん
、
上
田
（
Ａ
）

の
六
人
で
、
南
国
の
楽
園
“
バ
リ
島
（
ジ
ャ
ワ
島
…
ジ
ョ
グ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
”
観
光
ツ
ア
ー
は
、

即
座
に
纏
ま
り
、
元
気
溌
剌
で
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
同
窓
生
の
海
外
旅
行
は
実
現
の
運
び
と



な
っ
た
。 

旅
行
の
日
程
は
２
０
１
１
年
６
月
５
日
（
日
）
～
６
月
９
日
（
木
） 

三
泊
五
日
、
関
西
組
は
二
泊
四
日 

宿
泊
ホ
テ
ル
は
グ
ラ
ン
ド
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
・
バ
リ 

（
超
豪
華
バ
リ
最
多
七
百
五
十
室
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
） 

 

主
な
観
光
場
所
と
出
来
事
は
、
感
想
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
て
以
下
に
紹
介
す
る
。 

 

六
月
四
日 

 
 

高
知
組
、
泉
北
ホ
テ
ル
・
ビ
ッ
グ
ア
イ
に
宿
泊(

泉
ヶ
丘
駅
前
の
寿
司
屋
で
前
夜
祭
四
人) 

＊
五
月
十
一
日 

 
 

大
阪
難
波
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
関
西
の
四
人
事
前
打
ち
合
わ
せ
、
盛
り
上
が
る
。 

 

六
月
五
日 

 

関
西
空
港
に
八
時
半
頃
、
関
西
組
は
夫
々
空
港
バ
ス
、
泉
北
四
人
は
タ
ク
シ

ー
で
全
員
集
合
。
い
ざ
出
発
。
ビ
ザ
料
金
の
ド
ル
交
換
時
、
Ｍ
は
肝
心
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
忘
れ

た
事
に
気
付
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
高
知
と
の
冷
静
で
見
事
な
連
携
対
応
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
寄
せ 

Ｙ
の
航
空
会
社
・
責
任
者
と
の
粘
り
強
い
直
談
判
に
よ
り
、
翌
日
の
フ
ラ
イ
ト
を
無
事
確
保
し 

更
に
融
通
の
困
難
な
格
安
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら
１
ラ
ン
ク
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
席
ま
で
用



意
さ
せ
て
（
こ
ん
な
事
は
初
め
て
…
と
ネ
シ
ア
の
支
店
長
は
唸
り
顔
）
、
Ｍ
の
喜
び
は
元
よ
り
、

全
員
安
堵
で
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。 

 
ガ
ル
ー
ダ
航
空
Ｇ
Ａ
８
３
３ 

十
一
時
出
発
、
機
上
の
人
に 

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
リ
ゾ
ー
ト
気
分
に
心
は
弾
む
。
デ
ン
バ
ザ
ー
ル

十
七
時
五
十
五
分
到
着
（
約
七
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
）
。
天
候
は
曇
り

…
雲
の
上
に
ア
グ
ン
山
な
ど
バ
リ
の
美
し
い
霊
山
が
出
迎
え
て
く

れ
る
。
Ｈ
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
部
屋
は
広

く
豪
華
で
お
殿
様
気
分
、
大
感
激
。
ホ
テ
ル
内
で
レ
ゴ
ン
ダ
ン
ス

付
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
異
国
情
緒
豊
か
な
ダ
ン
ス
は
神
秘
的
で
優

美
、
魅
惑
的
だ
。
同
席
の
う
ら
若
き
女
行
員
三
人
が
花
を
添
え
る
。 

 

六
月
六
日 
 

六
時
過
ぎ
、
ホ
テ
ル
前
の
白
砂
の
ビ
ー
チ
で
イ

ン
ド
洋
上
か
ら
真
紅
の
ご
来
光
は
素
晴
ら
し
い
。
世
界
最
長
の
砂

浜
を
二
軒
隣
の
バ
リ
ヒ
ル
ト
ン
ま
で
の
ん
び
り
至
福
の
散
策
、
ス

パ
の
早
朝
の
勧
誘
。
最
高
級
の
バ
リ
ヒ
ル
ト
ン
の
美
し
い
絵
画
的

な
ホ
テ
ル
内
を
横
断
し
、
南
国
情
緒
溢
れ
る
静
寂
な
緑
に
覆
わ
れ

た
広
い
街
並
み
を
漫
ろ
歩
く
…
椰
子
の
実
が
転
が
り
、
所
々
で



黙
々
と
清
掃
し
て
い
る
。 

 

部
屋
近
く
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
朝
食
。
バ
イ
キ
ン
グ
は

珍
し
い
ジ
ャ
ワ
料
理
が
多
く
新
鮮
な
果
実
、
野
菜
は
豊
富
、

美
味
し
い
。
ラ
ン
チ
用
パ
ン
を
余
分
に
取
込
み
、
昼
か
ら
の

観
光
時
間
の
節
約
を
計
る
。 

 

ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
で
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
満
喫
し
、
生
ま
れ

て
初
め
て
紺
碧
の
イ
ン
ド
洋
上
に
繰
り
出
し
水
泳
。
（
写
真 

右
下
、
撮
影
は
鍋
島
さ
ん
） 

十
八
歳
の
美
男
美
女
に
若
返
り
？
華
や
か
な
色
彩
水
着
の
お

姫
様
の
喚
声
は
喜
寿
の
齢
を
忘
れ
る
。 

 

十
一
時 

“
ウ
ブ
ド
地
区
”
へ
の
観
光
。 

ゴ
ア
・
ガ
ジ
ャ
…
洞
窟
寺
院
と
沐
浴
場
で
古
代
王
朝
の
遺
跡
。 

タ
ン
バ
ク
シ
リ
ン
…
高
原
の
避
暑
地
で
聖
な
る
泉
の
湧
水
池
と
癒
し
の
沐
浴
場
。
丘
上
の
大
統

領
の
大
別
荘
が
人
目
を
引
く
が
、
密
集
し
た
土
産
物
屋
の
ジ
グ
ザ
グ
道
を
潜
り
抜
け
る
の
は
苦

痛
だ
っ
た.

。
車
窓
か
ら
眺
め
ら
れ
る
熱
帯
特
有
の
椰
子
の
木
々
と
幾
重
の
棚
田
の
風
景
は
の
ど

か
で
抒
情
的
。
道
路
端
で
食
べ
た
果
物
の
王
様
ド
リ
ア
ン
は
、
少
し
苦
か
っ
た
が
産
地
特
有
の



風
味
で
美
味
し
か
っ
た
。 

ネ
ガ
美
術
館
…
古
典
か
ら
現
代
迄
の
バ
リ
絵
画
の
名
作
は
圧
巻
で
美
し
い
自
然
の
中
の
名

美
術
館
。
街
の
中
心
地
の
小
さ
な
ブ
ロ
・
ル
キ
サ
？
美
術
館
に
立
寄
る
。
Ｉ
は
熱
心
に
作
品
に

つ
い
て
話
し
て
い
る
。 

往
来
の
激
し
い
雑
踏
の
名
物
市
場
で
Ｎ
、
Ｉ
は
サ
ラ
サ
を
買
う
。
値
切
る
の
が
常
識
と
か
…
。 

待
望
の
ケ
チ
ャ
ッ
ク
ダ
ン
ス
の
会
場
へ
。
宮
地
さ
ん
と
無
事
合
流
出
来
て
大
感
激
、
歓
喜
の
奇

蹟
？
だ
。
古
代
イ
ン
ド
叙
事
詩
ラ
ー
マ
ヤ
ナ
を
ベ
ー
ス
に
バ
リ
の
伝
統
的
な
呪
術
舞
台
劇
で
、

百
人
前
後
の
半
裸
の
男
達
が
燭
台
を
取
り
囲
み
、
ケ
チ
ャ
ケ
チ
ャ
の
幻
想
的
な
掛
け
声
が
繰
り

返
し
谺
す
る
中
、
王
子
、
姫
、
悪
の
大
王
、
猿
な
ど
に
扮
し
た
踊
り
手
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が

魅
力
的
で
美
し
か
っ
た
。 

 

神
秘
的
な
夢
の
世
界
か
ら
一
転
し
て
、
ジ
ン
バ
ラ
ン
の
心
地
好
い
海
風
が
そ
よ
ぎ
、
点
々
と

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
が
灯
る
開
放
的
な
ビ
ー
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
海
鮮
料
理
…
特
大
の
伊
勢

海
老
と
巨
大
な
蟹
が
夫
々
二
匹
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
、
潮
騒
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、

全
員
で
た
ら
ふ
く
貪
り
食
う
。 

旅
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
バ
リ
の
夕
暮
れ
の
豪
華
な
デ
ィ
ナ
ー
を
心
い
く
迄
楽
し
ん
だ
。 

 

六
月
七
日 

 

今
朝
も
六
時
に
海
岸
線
を
散
策
、
快
晴
の
為
か
朝
日
は
急
に
輝
き
、
辺
り
一



面
が
明
る
く
な
る
。
昨
朝
と
反
対
の
突
端
の
公
園
へ
。
延
々
と
続
く
真
っ
白
い
砂
浜
と
椰
子
に

囲
ま
れ
た
遊
歩
道
は
快
い
。 

 
朝
食
の
デ
ザ
ー
ト
に
女
王
の
マ
ン
ゴ
ー
を
堪
能
す
る
。
豪
華
で
箱
庭
的
な
美
し
い
プ
ー
ル
、

果
て
し
な
く
広
大
で
透
明
な
イ
ン
ド
洋
で
水
泳
に
、
水
遊
び
に
、
バ
リ
特
有
の
超
贅
沢
な
時
間

を
再
満
喫
す
る
。
Ｍ
が
加
わ
り
オ
ー
ル
メ
ン
バ
ー
、
華
や
か
さ
も
倍
加
し
、
本
来
の
旅
の
楽
し

さ
、
喜
び
を
実
感
し
た
。 

昼
前
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
…
老
舗
の
ジ
ャ
ワ
珈
琲
の
店
で
、
女
性
達
は
夫
々
の
好
み
の
品
定
め

に
大
童
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
い
Ｎ
は
紅
茶
、
ク
ッ
キ
ー
を
中
箱
二
つ
買
い
込
み
、
交
友
の
広

さ
に
驚
く
。
免
税
店
プ
ラ
ザ
バ
リ
で
は
サ
ラ
サ
の
シ
ャ
ツ
を
思
い
思
い
の
人
へ
の
お
土
産
に
探

し
て
い
る
。 

ク
タ
の
繁
華
街
、
丁
度
帯
屋
町
？
…
の
ス
ー
パ
ー
で
特
産
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
干
し
マ
ン
ゴ

ー
を
買
う
。
空
港
よ
り
安
い
と
言
う
。
バ
リ
通
の
Ｙ
は
ブ
ラ
ン
ド
店
へ
入
り
中
々
出
て
こ
な
い
。 

島
の
東
部
、
夕
日
で
有
名
な
タ
ナ
ロ
ッ
ト
寺
院
に
向
け
て
十
四
時
出
発
。
狭
い
道
路
に
は
バ

イ
ク
が
溢
れ
、
車
の
前
横
を
平
気
で
駆
け
回
る
。
中
に
は
夫
婦
子
供
二
人
乗
り
で
暴
走
す
る
の

は
怖
く
て
信
じ
ら
れ
な
い
。 

途
中
、
タ
マ
ン
ア
ユ
ン
寺
院
へ
…
バ
リ
屈
指
の
規
模
と
美
し
さ
を
誇
る
歴
史
的
な
国
寺
で
、

堀
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
庭
園
の
緑
と
マ
ッ
チ
し
て
、
神
殿
や
塔
群
の
整
然
と
建
ち
並
ぶ
光
景
は



優
美
で
あ
る
。 

タ
ナ
ロ
ッ
ト
寺
院
で
の
夕
日
を
観
賞
す
る
た
め
十
七
時
過
ぎ
に
見
晴
ら
し
の
良
い
テ
ラ
ス

に
陣
取
る
。
待
つ
間
、
小
島
に
建
つ
寺
院
、
美
し
い
絶
壁
の
海
岸
線
を
眼
前
に
、
椰
子
の
実
汁

は
美
味
し
か
っ
た
。 

段
々
と
夕
暮
れ
が
迫
り
、
輝
く
赤
い
太
陽
は
水
平
線
の
雲
に
遮
ら
れ
美
し
く
姿
を
消
し
て
い

く
。
ク
タ
の
有
名
な
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ホ
テ
ル
（
五
つ
星
）
で
の
豪
華
な
中
華
料
理
、
リ
ッ
チ
な

雰
囲
気
、
美
味
で
大
満
足
。
バ
リ
最
後
の
晩
餐
会
は
旅
の
思
い
出
、
Ｍ
の
奮
闘
記
な
ど
話
は
尽

き
ず
楽
し
か
っ
た
。 

今
夜
帰
る
関
西
の
Ｎ
、
ｍ
お
二
人
を
国
際
空
港
に
見
送
る
。
過
度
の
緊
張
か
、
バ
リ
へ
の
心

残
り
？
な
の
か
。
雑
踏
の
中
、
何
度
と
な
く
振
り
返
り
、
不
安
げ
に
深
夜
の
ロ
ビ
ー
に
消
え
て

行
っ
た
。 

夜
型
の
Ｙ
は
外
人
バ
ー
に
案
内
す
る
と
言
う
。
夜
も
随
分
更
け
て
お
り
明
朝
が
早
い
の
で
断

っ
た
。 

 

六
月
八
日 

 

早
朝
四
時
、
Ａ
は
真
っ
暗
な
ホ
テ
ル
を
一
人
出
て
空
港
へ
。
ラ
イ
オ
ン
Ｊ
Ｔ

５
６
１
で
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
（
１
．
５
時
間
）
。 

 



直
ぐ
に
仏
教
寺
院
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
へ
。 

ム
ラ
ビ
山
の
大
噴
火
跡
が
未
だ
生
々
し
い
。
密
林
の
中
、
壮
麗
で
神
秘
的
な
世
界
最
大
級
の

発
掘
さ
れ
た
巨
大
遺
跡
は
重
量
感
に
溢
れ
、
精
緻
で
多
様
な
レ
リ
ー
フ
も
圧
巻
で
、
想
像
を
絶

す
る
偉
容
に
し
ば
し
圧
倒
さ
れ
呆
然
と
佇
む
。 

ム
ン
ド
ウ
ッ
寺
院
、
銀
細
工
の
店
、
国
王
の
公
邸
、
サ
ラ
サ
工
房
に
寄
る
が
、
余
り
関
心
は 

な
い
。
ジ
ャ
ワ
料
理
の
後
、
世
界
で
最
も
素
晴
ら
し
い
ヒ
ン
ズ
ウ
教
の
ブ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺
院
に

足
を
踏
み
入
れ
る
。
（
写
真
・
上
） 

シ
バ
ァ
堂
を
中
心
に
五
堂
が
整
然
と
配
置
さ
れ
、
基
盤
に
無
数

の
小
祠
堂
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
巨
大
建
造
物

の
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と
は
対
称
的
で
、
美
し
く
調
和
の
と
れ
た

雄
大
で
荘
厳
な
世
界
遺
産
で
あ
る
。 

原
色
カ
ラ
フ
ル
な
民
族
衣
装
の
地
元
女
子
大
生
四
人
に
出
会

い
、
記
念
写
真
を
撮
る
。
無
垢
の
純
真
可
憐
さ
が
魅
力
的
だ
。 

一
人
ゆ
っ
く
り
境
内
を
一
周
す
る
。
ア
ン
グ
ル
は
絶
妙
に
変

化
し
夫
々
に
趣
が
あ
る
。
ミ
ニ
汽
車
で
緑
一
帯
の
広
い
史
跡
公

園
を
セ
ウ
寺
院
迄
遊
覧
す
る
。 

Ｇ
Ａ
２
５
２ 

十
六
時
十
五
分
で
テ
ン
パ
ザ
ー
ル
へ
十
八
時



十
六
分
予
定
通
り
到
着
。 

機
窓
か
ら
ジ
ャ
ワ
の
三
千
㍍
級
の
富
士
に
似
た
名
峰
が
、
更
に
山
腹
に
湖
を
配
し
た
ア
グ
ン
山

が
雲
上
に
美
し
い
姿
を
覗
か
せ
て
い
た
。 

 

Ｍ
は
午
前
中
、
念
願
の
ス
パ
で
エ
ス
テ
を
大
満
喫
し
、
昼
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ

と
言
う
。
Ｉ
は
旅
の
疲
労
か
、
お
し
ゃ
べ
り
疲
れ
？
か
…
少
し
体
調
を
崩
し
空
港
近
く
の
ホ
テ

ル
で
休
養
す
る
。 

例
の
繁
華
街
の
ス
ー
パ
ー
で
Ｙ
、
Ｍ
と
落
ち
合
い
日
本
料
理
の
店
に
入
る
が
、
全
然
食
欲
が

な
い
。
疲
労
と
食
あ
た
り
か
。
二
十
二
時
頃
Ｉ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
空
港
へ
。 

Ｙ
の
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
室
は
快
適
、
大
型
ソ
フ
ァ
ー
で
ゆ
っ
た
り
休
養
で
き
て
有

難
か
っ
た
。
Ｙ
，
Ｍ
は
生
ビ
ー
ル
等
手
に
す
る
が
、
酒
好
き
の
Ａ
は
、
全
く
飲
む
気
力
な
く
見

て
る
ば
か
り
、
悔
し
い
！
。
Ｉ
も
元
気
を
回
復
し
安
心
し
た
。 

ガ
ル
ー
ダ
航
空
Ｇ
Ａ
８
３
３
は
深
夜
一
時
に
出
発
。
格
安
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
席
は
最
後
尾
、
幸

運
に
恵
ま
れ
空
き
、
空
き
。
真
ん
中
の
席
を
全
部
独
占
し
、
ゆ
っ
く
り
足
を
伸
ば
し
、
横
に
な

っ
て
寝
て
帰
っ
た
。 

 

六
月
九
日 

 

八
時
三
十
分
関
西
空
港
に
予
定
通
り
到
着
。 



飛
行
機
で
高
知
へ
帰
る
Ｉ
、
Ｍ
を
伊
丹
行
の
空
港
バ
ス
に
見
送
っ
た
後
、
Ｙ
、
Ａ
は
泉
北
へ
の

空
港
バ
ス
で
帰
路
に
就
き
、
楽
し
か
っ
た
旅
は
無
事
終
わ
っ
た
。 

 
あ
と
が
き 

 

今
回
の
バ
リ
旅
行
は
、
の
ど
か
な
常
夏
の
異
国
情
緒
豊
か
な
素
朴
な
大
自
然
、

各
地
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
荘
厳
な
ヒ
ン
ズ
ゥ
寺
院
、
名
刹
を
訪
ね
、
ま
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
中

に
も
優
雅
な
バ
リ
舞
踊
、
多
彩
で
牧
歌
的
な
絵
画
な
ど
伝
統
的
な
芸
術
、
宗
教
、
民
族
文
化
の

一
端
に
も
接
す
る
事
が
で
き
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
、
紺
碧
の
イ
ン
ド
洋
上
か
ら
の
日
の
出
（
朝

日
）
を
眺
め
、
果
て
し
な
い
白
砂
の
広
大
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
海
水
浴
に
興
じ
、
華
麗

な
超
一
流
高
級
ホ
テ
ル
の
中
、
箱
庭
的
な
プ
ー
ル
群
で
、
童
心
に
帰
り
心
行
く
ま
で
水
遊
び
を

堪
能
し
た
の
も
、
夢
の
よ
う
な
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。 

 

マ
ン
ゴ
ー
、
椰
子
な
ど
新
鮮
な
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
果
実
や
特
大
の
伊
勢
海
老
、
蟹
の
シ
ー
フ
ー
ド

な
ど
当
地
な
ら
で
は
の
美
味
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
と
固
有
の
食
材
を
た
ら
ふ
く
味
わ
い
、
赤

道
直
下
の
太
陽
の
も
と
最
高
の
優
雅
で
リ
ッ
チ
な
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
満
喫
し
、
素
晴
ら
し
く
、

楽
し
い
日
々
の
連
続
だ
っ
た
。
ま
た
、
高
校
時
代
に
殆
ど
お
話
し
た
事
の
無
か
っ
た
「
お
嬢
様

達
」
と
、
こ
の
旅
行
を
と
お
し
て
”
親
し
く
青
春
？
を
共
有
”
出
来
た
の
も
、
無
上
の
幸
せ
だ

っ
た
と
思
う
。 



 

最
後
に
、
旅
行
の
発
案
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
山
下
君
に
世
話
に
な
っ
た
。
緻
密
で
繊
細
、
バ

リ
を
熟
知
し
た
格
安
プ
ラ
ン
、
配
慮
に
富
ん
だ
日
程
が
、
充
実
し
た
旅
行
と
な
り
皆
が
満
足
し

た
と
思
う
。
ま
た
、
彼
の
行
動
力
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
感
服
す
る
と
共
に
、
外
人
並
み
の

語
学
力
、
交
渉
力
、
特
に
女
（
男
）
性
術
…
何
時
で
も
何
処
で
も
、
誰
と
で
も
…
に
も
改
め
て

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。 

２
０
１
１
・
６
・
１
５ 

上
田
記
（
一
部
加
筆
） 

 

 
   

（
追
記
）
同
窓
生
で
、
バ
リ
島
観
光
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
私
達
が
利
用
し
た
五
つ
星
の 

”
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ヤ
ッ
ト
ホ
テ
ル
”
を
何
時
で
も
お
世
話
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。 

タ
ッ
ク
ス
込
み
で
三
百
八
十
ド
ル
の
部
屋
を
百
十
ド
ル
、
勿
論
一
部
屋
の
値
段
で
す
。 

二
人
か
三
人
で
割
れ
ば
、
更
に
超
格
安
！
！ 


